
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

～

本文の導入・理解

○全体のおおすじをつかむ。

○自然災害と安全について関心をも

つ。

○実生活で学びの活用について考え

る。

～ の内容読解

の内容読解

本文の復習と発展活動

○学びの大切さを知る。

○実生活で学びの活用について考え

る。
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実践例

 この課の題材と言語活動

この課の題材は，「自然災害と安全について関心

をもつ」，「学びの大切さを知る」，「実生活での

学びの活用について考える」の つである。言語活

動のねらいとしては，「説明文を読んで，書かれた

内容を読み取る。」ことである。

本文を読む前に という

タイトルと教科書の写真の少女 さんと

その人が手に持っているものを見て，具体的に何を

した人か想像させる。 年 月に世界で何が起

こり，その場にいた人々は何をどのように行動した

のかを自分自身の実生活と照らし合わせて考えさ

せる。そして，もし自分自身がその場に居合わせた

ら，何をしていたと思うかを想像させる。

また，本文を読み終わったときに，今の自分がそ

の場にいたら，その海を見たときに，どのような行

動がとれるかを考えさせる。さらに，本文の復習と

発展活動として， ～ の挿絵を使って本文

を英語で し，自分が さん

だったら，その場にいた 人の人々を救うことが

できたかを考えさせ，発表させる。

 授業の流れ

（１）黙読し，書かれている事実等をとらえる活動

（２）ペアやグループで話し合い，読み深める活動

（３）読み深めた内容をもとに，表現する活動

上記の流れで活動を行い，「読み手としての主体的

な態度を引き出すこと」に視点を置いた授業を目指

す。具体的には，（１）で「新出語句の導入」や「個

人での内容読解」を行い，（２）では，ワークシー

トを用いながらペアやグループで問題を解いてい

く。その後，（３）では，完成したワークシートを

もとに読み深めた内容を活用して，自己表現できる

ようにする。

そこで， 時間で授業を計画することにした。

時間目 ～ の本文の導入・理解

○全体のおおすじをつかむ。

○自然災害と安全について関心をもつ。

○実生活で学びの活用について考える。 

時間目 ～ 内容読解

時間目 内容読解

時間目 本文の復習と発展活動

○学びの大切さを知る。

○実生活で学びの活用について考える。

 授業の実際

時間目

①今回はあえて教科書を開かず，

というタイトルを板書し，

さんの写真を見せて，次のようなワークシート

（資料 ）を配布する。

【資料 】

②新出語句を導入した後に（資料 ）を配布する。

【資料 】
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③数回 を使用して本文 ～ を聴かせる。

④教科書 の の 番の問題について，筆者が

伝えたいことを ～ の中から， つ選ばせて，

「なぜそう思うか」，「そう考えた理由」になる

英文に下線を引かせる。

⑤ペア，またはグループで意見を交換させる。

⑥その後，教科書 の の 番の問題について，

ペア，またはグループで正しい順番に日本語の文

を並べさせて，全員で答えを確認し，全体のおお

すじをつかませる。さらに，「自然災害と安全に

ついて関心をもたせる」，「実生活で学びの活用

について考えさせる」ために，ペア，またはグル

ープで考えお互いに発表する時間をつくる。

時間目

① ～ の内容読解（資料 ）

②資料 の を使って，単語の読みチェ

ック，暗記チェック（日本語を見て英語を言う）活

動をペアで行う。

③その後，本文の を流して本文の内容読解を行

う。

④資料 のワークシートを使う。一人で読み取れな

さそうなときは，ペアやグループで取り組ませて，

その後答えを確認する。

【資料 】

時間目

① の内容読解（資料 ）

②資料 の を使って，単語の読みチェ

ック，暗記チェック（日本語を見て英語を言う）

活動をペアで行う。

③その後，本文の を流して本文の内容読解を行

う。

④資料 のワークシートを使う。一人で読み取れな

さそうなときは，ペアやグループで取り組ませて，

その後答えを確認する。

【資料 】

時間目

①本文の復習と発展活動（資料 ）

②「学びの大切さを知る」，「実生活で学びの活用

について考える」ことをねらいとした活動をさせ

る。

【資料 】

中学生にとって，読む価値のある教材の良さを生

かし，生徒の「読まなければならない」というので

はなく，「読みたい気持ちを引き出す」授業となる

よう工夫していきたい。


